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慶
應
義
塾
保
険
学
会
は

10
月
25
日
、
東
京
都
港
区

の
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
今
年
度
２

回
目
と
な
る
研
究
会
を
開

催
し
た
。
今
回
は
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
で
第

一
種
放
射
線
取
扱

責
任
者
の
資
格
を

持
つ
河
島
義
郎
氏

が
「
原
発
事
故
の

教
訓
と
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

　
河
島
氏
は
は
じ
め
に
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
に
つ
い
て
解

説
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

産
出
が
少
な
い
日
本
で
、

原
子
力
発
電
が
純
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
き
た
流
れ
を
説

明
し
た
上
で
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
面
で
の
優
位

性
や
、
発
電
の
過
程
で
生

ま
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に

よ
る
長
期
的
な
利
用
が
期

待
で
き
る
こ
と
な
ど
、
原

子
力
発
電
の
利
点
を
挙
げ

た
。

　
ま
た
、
福
島
第
一
原
発

の
事
故
に
つ
い
て
、
最
新

の
技
術
を
生
か
し
て
原
子

力
を
運
用
す
る
こ
と
や
、

被
ば
く
の
仕
組
み
と
リ
ス

ク
に
つ
い
て
理
解
し
た
上

で
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
こ

と
な
ど
、
適
切
な
対
応
の

重
要
性
を
強
調
。
「
正
当

に
怖
が
る
こ

と
は
な
か
な

か
難
し
い
」

と
い
う
寺
田

寅
彦
の
言
葉

を
引
用
し
、

リ
ス
ク
に
つ

い
て
正
確
に

理
解
す
る
こ

と
が
不
可
欠

だ
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
、

太
陽
光
発
電
な
ど
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
解

説
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出

が
少
な
い
こ
と
や
輸
入
に

頼
る
石
油
を
代
替
す
る
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
優
位
性
を

解
説
し
た
上
で
、
現
在
計

画
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
な

ど
に
も
言
及
。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
や
、
将
来
の
実
用

化
が
期
待
さ
れ
る
核
融
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
触

れ
た
。

慶
應
義
塾
保
険
学
会

〝
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟テ
ー
マ
に
研
究
会

河島氏

学生や業界人が多数参加


